
たの

特 

集第91号
2016 平成28年４月21日

子どもたちのために

　
冬
が
嫌
い
な
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
う
ら
ら
か
な
春
は
、
や
っ
ぱ
り
い

い
季
節
で
す
ね
。
水
仙
や
た
ん
ぽ
ぽ
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
等
の
鮮
や
か
な
黄
色
が
、

青
い
空
と
海
に
映
え
て
、
出
雲
崎
に

は
よ
く
似
合
う
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
、
春
の
こ
の
号
で
は
、
卒
業

式
や
入
学
式
が
表
紙
で
す
が
、
今
回

は
子
ど
も
た
ち
の
環
境
整
備
の
た
め

に
活
躍
す
る「
マ
タ
ギ
の
会
」の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
の
大
雪
の
時
は
、
会
の
方
た

ち
が
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
で

作
っ
た
す
べ
り
台
と
雪
山
で
、
子
ど

も
た
ち
が
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
今

回
は
、
ほ
な
み
が
丘
の
倒
木
や
枝
の

伐
採
を
し
ま
し
た
。「
こ
れ
は
危
険

だ
か
ら
切
ろ
う
」「
こ
こ
で
授
業
を
し

た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
。」子
ど
も
た

ち
の
明
る
い
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、一
生
懸
命
、
整
備
に
精
を
出

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　  

（
髙
桑
佳
子
）

の
中
。
人
は
次
の
一
瞬
で
さ
え
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で

も
感
謝
す
べ
き
こ
と
に
、
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
、
日
常
は
今
も
私

た
ち
に
訪
れ
ま
す
。
後
悔
し
て
も

し
な
く
て
も
、
心
の
ま
ま
に
、
大

切
な
こ
と
は
言
葉
で
伝
え
、
笑
顔

で
い
た
い
と
願
う
の
で
す
。
古
い

曲
を
、歴
史
あ
る
こ
の
町
で
聴
く
。

温
故
知
新
。
内
陸
で
生
ま
れ
育
っ

た
私
の
憧
れ
だ
っ
た
海
の
町
。
誰

か
の
非
日
常
の
中
で
暮
ら
せ
て
い

る
特
権
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
５
年
目
の
出
雲
崎
ス
ト

リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
。
毎
夏
、
新
た
な

感
動
と
出
会
え
る
こ
の
粋
な
機

会
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
お
勧

め
し
た
い
次
第
で
す
。

　
ジ
ャ
ズ
の
定
番
曲
の
中
に
、ヘ

レ
ン
メ
リ
ル
の「You'd be so 

nice to com
e hom

e to

」
と

い
う
１
９
４
０
年
代
の
曲
が
あ
り

ま
す
。「
あ
な
た
の
も
と
に
帰
れ

た
ら
嬉
し
い
」戦
争
に
赴
い
た
戦

士
た
ち
が
残
し
て
き
た
家
族
や
恋

人
を
思
う
切
な
い
曲
で
す
。

　
災
害
、
不
可
解
な
犯
罪
や
事

故
、
そ
ん
な
短
い
言
葉
で
は
表
し

切
れ
な
い
ほ
ど
、
不
安
定
で
哀
し

い
状
況
が
起
こ
り
得
る
現
代
の
世

　
　
の
風
の
匂
い
が
変
わ
る
と
、

　
　
１
年
に
１
度
、
海
岸
が
ジ
ャ

ズ
に
包
ま
れ
る
日
が
近
づ
く
季
節

を
感
じ
、
私
は
嬉
し
く
思
う
の
で

す
。
水
平
線
に
落
ち
て
い
く
夕
陽

を
観
な
が
ら
、
音
楽
に
心
を
奪
わ

れ
る
っ
て
な
ん
て
贅
沢
！
子
ど
も

た
ち
は
思
い
思
い
の
ま
ま
に
体
を

動
か
し
、
特
別
な
夕
暮
れ
に
心
を

弾
ま
せ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
本
物

の
ジ
ャ
ズ
の
世
界
に
触
れ
ら
れ
る

彼
女
た
ち
が
、
心
底
羨
ま
し
い
。

　
　委
員
長
　
　髙
桑
佳
子

　
　副
委
員
長
　加
藤
修
三

　
　委
　員
　
　仙
海
直
樹

　
　委
　員
　
　三
輪
　正

　年
４
回
の
議
会
だ
よ
り
の
発

行
で
は
、
前
号
よ
り
少
し
で
も

進
歩
し
た
内
容
に
し
た
い
気
持

ち
で
取
り
か
か
り
ま
す
。
編
集

委
員
全
員
が
議
会
だ
よ
り
は「
い

か
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
読
ん

で
も
ら
え
る
か
」を
考
え
な
が

ら
、
紙
面
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　時
々
、皆
さ
ん
か
ら「
議
会
だ

よ
り
に
書
い
て
あ
っ
た
よ
」と

か「
読
み
や
す
く
な
っ
た
よ
」と

聞
く
と
非
常
に
嬉
し
く
、
励
み

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
読

ん
で
い
た
だ
く
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
昨
年
、
初
め
て
応
募

し
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が

ら
入
選
22
町
村
に
は
入
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
数
年
以
内
に
は

必
ず
入
選
出
来
る
よ
う
編
集
委

員
全
員
が
頑
張
る
覚
悟
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
　
　
　
　（三
輪
　正
）

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会

表
紙
小
話

の

町 民 の 声

「夏の愉しみ方」

立石 博美石井町

夜
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5922万円議会費（2％）

1465万円予備費、その他（0.4％）3億6722万円
公債費（11％）

4億1531万円町税（13％）

2950万円
地方譲与税（1％）

6500万円

地方消費税
交付金

（2％）

13億4000万円
地方交付税（40％）

3億3838万円
国庫支出金（10％）

3億6360万円
県支出金（11％）

2億7059万円
繰入金（8％）

6168万円
諸収入（2％）

6326万円電源立地地域対策交付金（2％）

1億174万円その他（4％）3000万円
繰越金（1％）

2億1510万円
町債（6％）

3億2179万円
総務費（10％）

8億612万円
民生費（24％）

2億398万円
衛生費（6％）

1億872万円
商工費（3％）

5億1153万円
土木費（15％）

2億1507万円
消防費（７％）

3億4260万円
教育費（10％）

3億5910万円
農林水産業費（11％）

33億1000万円
歳入

33億1000万円
歳出

歳出の内訳歳入の内訳

庁舎１階照明 LED交換工事

435万円

平成28年度予算は

地方創生に向けた
総合戦略を予算化

平成28年度一般会計当初予算は、慎重審議の結果、全会一致により可決いたしました。

中学校校舎棟屋上防水工事

2210万円

道路新設改良舗装工事（継続）
尼瀬稲川線ほか 5路線
１億3750万円

農業基盤整備促進工事
上中条、沢田ほか
6340万円

防火水槽設置工事
沢田、市野坪地内

2592万円

2い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 4 月 2 1 日第 9 1 号

平
成
28
年
度
予
算

総合戦略の主な内容は

特別会計では、松本地内に住宅団地を造成

※表示単位未満の端数整理により、合計と一致しないことがあります。

婚活支援 子育て支援
出会いサポート事業委託料、他 育児スキルトレーニング委託料

町新生活スーパー住まい取得・
リフォーム支援補助金 放課後児童クラブ整備工事

高校生通学費助成金　 子育て支援センター整備工事
設計業務委託料

158万円 25万円

720万円 850万円

253万円 150万円
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平
成
28
年
度
予
算

特別会計

平成28年度当初予算は52億1600万円
（前年度比 －3.1％　1億6530万円減額）

特別会計では、松本地内に住宅団地を造成

一般
会計 33億1000万円（前年度比－2.2％　7600万円減）

特別
会計 19億  600万円 （前年度比－4.5％　8930万円減）

会　　計　　名 平成 28 年度 対前年度増減額 増減率
国 民 健 康 保 険 事 業 6億3200万円 △1100万円 △ 1.7％
介 護 保 険 事 業 6億7300万円 △3100万円 △ 4.4％
後 期 高 齢 者 医 療 5480万円 △ 310万円 △ 5.4％
簡 易 水 道 事 業 1億8740万円 △2850万円 △13.2％
特定地域生活排水処理事業 1460万円 △ 330万円 △18.4％
農 業 集 落 排 水 事 業 1億1270万円 △2360万円 △17.3％
下 水 道 事 業 1億8250万円 △2730万円 △13.0％
住 宅 用 地 造 成 事 業 4900万円 3850万円 366.7％

計 19億 600万円 △8930万円 △ 4.5％



平成28年度一般会計・特別会計は予算審査特別委員会に
付託して審議しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

三輪 　正 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

4い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 4 月 2 1 日第 9 1 号

予
算
審
査
特
別
委
員
会

中
川
議
員

 

空
き
家
等
管
理
シ

ス
テ
ム
保
守
管
理
委
託
料
と
あ

る
が
ど
の
位
の
数
を
想
定
し
て

い
る
か
。

総
務
課
長

 

現
在
80
軒
を
想
定

し
て
い
る
が
、
今
後
、
増
え
る

と
思
う
。

諸
橋
議
員

 
空
き
家
再
利
活
用

支
援
事
業
費
補
助
金
だ
が
、
予

算
を
増
額
し
対
応
す
べ
き
で

は
。総

務
課
長

 

平
成
27
年

度
・
28
年
度
と
１
件
づ

つ
の
利
用
で
あ
り
、
今

後
も
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

く
。宮

下
議
員

 

新
生
活

ス
ー
パ
ー
住
ま
い
取

得
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

補
助
金
の
、
年
齢
制
限

は
ど
う
か
。
ま
た
、
空

き
地
空
き
家
バ
ン
ク
と

の
関
係
は
ど
う
か
。

建
設
課
長

 

対
象
は
40

歳
未
満
か
、
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
。
町

外
か
ら
の
転
入
者
に
は
20
万
円

上
乗
せ
し
補
助
を
行
う
。
空
き

地
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
一
緒
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

諸
橋
議
員

 

定
年
退
職
等
で
転

入
す
る
方
は
対
象
に
な
る
か
。

建
設
課
長

 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
で

町
外
か
ら
の
転
入
者
に
も
補
助

を
行
う
。

加
藤
議
員

 

子
ど
も
の
医
療
費

助
成
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

理
由
を
伺
う
。

保
健
福
祉
課
長

 

18
歳
ま
で
助
成

対
象
だ
が
、
高
校
生
の
受
診
が

少
な
い
た
め
の
減
額
で
あ
る
。

髙
桑
議
員

 

子
ど
も
発
達
支
援

事
業
報
償
費
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

教
育
課
長

 

療
育
教
室
や
、
言

葉
の
教
室
を
行
う
も
の
で
、
場

所
や
開
催
日
数
は
、
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
。

髙
桑
議
員

 

育
児
ス
キ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
委
託
料
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

教
育
課
長

 

保
護
者
へ
の
児
童

虐
待
防
止
の
講
座
で
長
岡
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
託
を
す
る
。

仙
海
議
員

 

新
た
な
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時
期
は
い
つ

に
な
る
か
。
ま
た
、
現
在
と
比

べ
て
面
積
等
に
よ
り
受
入
児
童

数
に
変
更
は
生
じ
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

夏
休
み
に
工
事

を
行
い
、
10
月
を
目
途
に
開
設

し
た
い
。
面
積
は
約
50
㎡
で
、

昨
年
度
と
受
入
児
童
数
は
変
え

な
い
。

宮
下
議
員

 

新
た
に
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
購
入
す
る
が
、
利

用
率
と
貸
し
出
し
の
期
間
は
ど

う
か
。

総
務
課
長

 

乳
幼
児
用
は
90
台

あ
り
、
88
台
を
貸
し
出
し
て
い

る
。
今
後
、
乳
幼
児
が
増
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
追
加
す
る
。

期
間
は
法
定
使
用
年
齢
ま
で
。

中
野
議
員

 

小
学
校
農
作
業
等

体
験
授
業
委
託
料
は
Ｊ
Ａ
に
委

託
し
て
い
る
。
農
業
委
員
会
等

も
あ
る
が
Ｊ
Ａ
に
な
っ
た
経
緯

は
。教

育
課
長

 

５
年
生
を
対
象
に

行
っ
て
い
る
も
の
は
Ｊ
Ａ
に
委

託
だ
が
、
他
の
学
年
に
つ
い
て

は
農
業
委
員
も
係
わ
る
な
ど
、

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
。

空
き
家
・
定
住

子
ど
も
・
子
育
て

徹底した空き家対策を
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委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

三輪 　正 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

5 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 4 月 2 1 日第 9 1 号

予
算
審
査
特
別
委
員
会

代
に
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
く
必
要
も
あ
る
。

中
川
議
員

 

長
岡
北
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
の
開
通
に
伴
い
、
出

雲
崎
ま
で
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ン
看

板
を
設
置
す
る
が
、
一
つ
の

ル
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
数
カ
所

の
ル
ー
ト
に
案
内
看
板
を
設
置

す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長

 
検
討
す
る
。

田
中
議
員

 
大
漁
さ
か
な
ま
つ

り
は
予
算
を
増
額
し
て
大
々
的

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

 

漁
協
の
組
合
員

な
ど
の
減
少
で
事
業
拡
大
が
難

し
い
が
、
他
の
団
体
と
協
力
す

る
等
の
検
討
を
行
い
対
応
し
た

い
。

加
藤
議
員

 
海
浜
清
掃
業
務
委

託
料
と
あ
る
が
、
浜
辺
に
船
を

置
く
漁
業
者
に
と
っ
て
は
ゴ
ミ

と
一
緒
に
砂
も
付
く
が
、
多
少

の
堆
積
処
理
費
用
は
含
ま
れ
な

い
か
。

産
業
観
光
課
長

 

ゴ
ミ
関
係
の
処

理
費
用
で
、
砂
の
堆
積
処
理
は

含
ま
れ
な
い
。

宮
下
議
員

 

イ
ベ
ン
ト
全
般
に

い
え
る
が
、
町
の
知
名
度
を
上

げ
る
に
は
良
い
と
思
う
。
し
か

し
、
今
後
は
町
に
あ
る
資
源
を

活
か
し
た
観
光
立
町
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

現
在
は
過
疎
債
で
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
一
定

の
時
期
で
の
終
了
も
考
え
、
時

宮
下
議
員

 

高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
料
助
成
は
、
長
期
通

院
を
必
要
と
す
る
方
へ
特
例
と

し
て
条
件
助
成
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

現
在
は
月
に
２

回
通
院
し
て
い
る
と
、
２
回
分

助
成
し
て
い
る
。「
長
期
間
の

通
院
」
と
は
、
医
師
の
判
断
基

準
が
大
変
難
し
く
今
後
検
討
し

て
い
く
。

加
藤
議
員

 

子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
に
係
る
費
用
が
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
受
診
率
を
上
げ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

平
成
27
年
度
の

実
績
に
基
づ
き
予
算
を
組
ん
だ

た
め
で
、
今
後
も
受
診
率
向
上

に
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

髙
桑
議
員

 

配
偶
者
暴
力
相
談

業
務
委
託
料
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
周
知
を
行
う
の

か
。保

健
福
祉
課
長

 

チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
り
、
女
子
ト
イ
レ
に
カ
ー

ド
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

髙
桑
議
員

 

不
妊
治
療
助
成
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

県
の
制
度
に
加

え
、
町
独
自
で
20
万
円
を
上
乗

せ
し
助
成
を
す
る
。
保
健
師
が

き
め
細
か
く
対
応
す
る
。

加
藤
議
員

 

デ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
冷
暖
房
設
備
入
替
は

ど
の
く
ら
い
入
れ
替
え
る
の

か
。保

健
福
祉
課
長

 

室
内
に
10
基
入

れ
、
こ
の
う
ち
リ
ハ
ビ
リ
室
は

新
規
。

仙
海
議
員

 

町
民
プ
ー
ル
休
憩

所
を
撤
去
だ
が
、
夏
休
み
等
は

祖
父
母
が
子
ど
も
た
ち
を
プ
ー

ル
に
連
れ
て
く
る
の
で
、
休
憩

所
の
椅
子
を
な
く
す
訳
に
は
い

か
な
い
の
で
は
。

教
育
課
長

 

撤
去
後
は
ビ
ー
チ

パ
ラ
ソ
ル
型
の
も
の
で
対
応
し

た
い
と
思
う
が
、
改
め
て
今
後

検
討
し
た
い
。

仙
海
議
員

 

陽
だ
ま
り
館
土
地

購
入
費
に
つ
い
て
、
駅
前
に
駐

車
場
が
あ
り
、
新
た
に
専
用
の

駐
車
場
を
設
け
る
必
要
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

町
長

 

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
充
分
検
討
し
対
応

す
る
。

観
　
　
　
　
光

福
　
　
　
　
祉

施
　
　
　
　
設

大盛況さかなまつり

駐車場ではなく有効活用を



災害時非常用物資追加、
間仕切りテントって？

保育対策総合支援
事業って何？

３ 月 定 例 会 会 期議 案 3 4 件 を 全 会 一 致 で 可 決

二つの改善センターを放射線防護施設 に改修 3億3800万円補正
３月９日～18日（10日間）

定 例 会教えて

ふるさと納税寄附金は
総額でいくらの寄附があったの？

※１

※２

※３

平成27年度は総額で
１８７１万円だよ

毛布260枚、敷マット130枚、間仕
切りテントは個人を仕切るもので
100台用意するよ

園児の台帳整備や指導計画等のシ
ステムの導入、事故防止のためビデ
オカメラを設置をするんだよ

6い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 4 月 2 1 日第 9 1 号

３
月
定
例
会

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 （第６号） ３億    93万円 41億8544万円
国 民 健 康 保 険 事 業 （第２号） △2061万円 6億5904万円
介 護 保 険 事 業 （第３号） △5163万円 6億9967万円
簡 易 水 道 事 業 （第３号） △3578万円 1億8356万円
特定地域生活排水処理事業 （第１号） △ 　70万円 1720万円
農 業 集 落 排 水 事 業 （第２号） △  165万円 1億3740万円
下 水 道 事 業 （第２号） △  230万円 1億8440万円

３月定例会で決まった補正予算

一般会計補正予算（第６号）

主な歳入 主な歳出

・原子力災害対策事業費補助金 ……３億8600万円
・地方創生加速化交付金……………………800万円
・ふるさと納税寄附金追加 ………………1670万円
・地方公共団体情報セキュリティ強化対策費補助金…465万円

・まるごとオーナー創生事業実行委員会負担金……650万円
・災害時非常用物資追加……………………263万円
・間仕切りテント……………………………337万円
・校舎棟避難扉等改修工事…………………864万円
・保育対策総合支援事業費補助金…………220万円

※１

※２

※３



災害時非常用物資追加、
間仕切りテントって？

保育対策総合支援
事業って何？

３ 月 定 例 会 会 期議 案 3 4 件 を 全 会 一 致 で 可 決

二つの改善センターを放射線防護施設 に改修 3億3800万円補正
３月９日～18日（10日間）

定 例 会教えて

ふるさと納税寄附金は
総額でいくらの寄附があったの？

※１

※２

※３

平成27年度は総額で
１８７１万円だよ

毛布260枚、敷マット130枚、間仕
切りテントは個人を仕切るもので
100台用意するよ

園児の台帳整備や指導計画等のシ
ステムの導入、事故防止のためビデ
オカメラを設置をするんだよ

7 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 4 月 2 1 日第 9 1 号

３
月
定
例
会

新
し
い
条
例
が
　
　
　
　

　
　
　
制
定
さ
れ
ま
し
た

内
容

 

今
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
条
例
を

定
め
て
い
た
が
、
関
連
す
る
事
業
の
分
担
金
徴
収
条
例
を

一
つ
に
ま
と
め
た
も
の

　
関
連
す
る
条
例

県
単
農
業
農
村
整
備
事
業
・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
・

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

内
容

 

行
政
不
服
審
査
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
た
め
の
条
例
制
定

　

審
査
請
求
に
お
け
る
最
終
的
な
採
決
の
判
断
を
行
う
前

の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
第
三
者
機
関
の
設
置
に
関
す
る
運

営
方
法
等
を
定
め
る
も
の

内
容

 
審
理
手
続
き
・
審
査
手
続
き
に
お
い
て
、
書
類

等
の
写
し
の
交
付
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
手
数

料
の
額
、
納
付
義
務
を
定
め
る
も
の

農
業
農
村
整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

行
政
不
服
審
査
会
条
例

行
政
不
服
審
査
関
係
手
数
料
条
例

石　川　　　豊 氏
　　　（平成28年４月１日から４年間）

山　田　廣　行 氏
　　　（平成28年３月22日から３年間）

監査委員の選任に同意

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

案

件

人

事

放射線防護対策工事
気密性を高める工事を行い、気圧を上げ外気を入れない装置でフィルタを通して空気をきれいに
したものを供給する等の工事を行う。（国からの10割補助）

西越地区農村環境改善センター 八手地区農村環境改善センター
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8い ず も ざ き  議 会 だ よ り 平 成 2 8 年 4 月 2 1 日第 9 1 号

２
月
臨
時
会

２月臨時会で決まった補正予算

一般会計補正予算（第５号）

主な歳入 主な歳出

・地方交付税………………………  755万円
・国庫補助金………………………2672万円

・高齢者向け臨時福祉給付金……2370万円
・除雪費追加……………………… 521万円

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 （第５号） 3347万円 38億8450万円
住 宅 用 地 造 成 事 業 （第１号） 64万円 1114万円特別

会計

　臨時会では、工事請負契約の締結、平成27年度一般会計補正予算、特別会計補正予算な
ど議案５件が提出され、慎重審議の結果、原案のとおり全会一致で可決しました。

１
・
５　
議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　
７　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
90
号
）

　
　
19　
全
員
協
議
会

２
・
18　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
23　
新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
新
潟
市
）

　
　
24　
臨
時
会
→
詳
細
は
ｐ
８

　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
社
会
産
業
常
任
委
員
会
現
地
視
察
（
心
月
輪
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→
ｐ
10

３
・
１　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
９　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
３
月
定
例
会
招
集
日
→
詳
細
は
ｐ
６
、７

　
　
　
　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
91
号
）

　
　
10　
社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
11　
定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
現
地
調
査
（
消
防
分
遣
所
視
察
）
→
ｐ
10

　
　
15　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
18　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
定
例
会
最
終
日

　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
19　
東
京
出
雲
崎
会
総
会
（
東
京
）

　
　
22　
政
務
活
動
調
査
視
察
（
関
川
村
、
村
上
市
）

　
　
28　
議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
91
号
）

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

平
成
28
年
１
月
～
３
月

工事請負契約の締結

指定管理者の指定
休憩所心月輪 北国街道妻入り会館

中学校校舎、体育館外壁等改修工事

指定管理者　　心月輪運営組合
指定の期間　　平成28年４月１日から３年間

指定管理者　　NPO法人ねっとわーくさぷらい
指定の期間　　平成28年４月１日から５年間

1億2528万円契約金
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全
員
協
議
会

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
調
整
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
眺
望
が
良

く
な
る
よ
う
、
枝
払
い
を
考
え
て

い
る
。

町
長

 

施
設
は
清
潔
感
第
一
、

ト
イ
レ
に
は
そ
れ
が
現
れ
る
。
点

検
・
管
理
は
検
討
す
る
。

仙
海
議
員

 

心
月
輪
は
昭
和
56
年

竣
工
で
あ
る
。
総
合
戦
略
の
中
で

観
光
施
策
を
一
体
的
に
進
め
る

に
、
将
来
的
に
は
建
て
替
え
、
あ

る
い
は
大
規
模
改
修
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長

 

新
し
い
指
定
管
理
者
は

意
欲
を
持
っ
て
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
当
面
は
耐
震
を
し
て
安

全
を
確
保
し
な
が
ら
、
次
を
考
え

た
い
。

建
設
課
長

 

松
本
地
内
の
南
地
区

に
７
区
画
と
東
地
区
に
16
区
画
、

２
カ
所
に
分
け
て
、
住
宅
用
地
を

造
成
し
分
譲
し
た
い
と
考
え
る
。

建
設
課
長

 

工
程
的
に
盛
土
の
補

産
業
観
光
課
長

 

３
月
末
で
２
施
設

が
指
定
管
理
を
終
了
す
る
。
妻
入

り
会
館
は
、
継
続
し
て
ね
っ
と

わ
ー
く
さ
ぷ
ら
い
に
、
ま
た
、
心

月
輪
に
つ
い
て
は
新
た
に
指
名
指

定
と
し
た
い
。

加
藤
議
員
・
宮
下
議
員

 

心
月
輪
に
つ

い
て
、
事
業
計
画
が
あ
る
と
思
う

が
、
採
算
が
と
れ
る
か
。
眺
望
を

活
か
し
て
営
業
時
間
も
考
慮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
営
業
利
益
が
上

が
れ
ば
、
町
が
支
援
し
た
こ
と
が

生
き
る
。

三
輪
議
員
・
諸
橋
議
員

 

冬
季
間
は
集

客
が
厳
し
い
。
行
政
の
強
い
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

中
川
議
員

 

眺
望
を
良
く
す
る
た

め
の
整
備
は
す
る
か
。
良
寛
記
念

館
等
と
の
関
連
か
ら
、
休
日
の
決

め
方
を
再
考
す
べ
き
。
ま
た
、
公

衆
ト
イ
レ
の
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

営
業
時
間
等
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
提

案
に
よ
り
町
と
協
議
の
う
え
、
変

強
を
増
工
し
た
こ
と
で
３
月
完
成

は
難
し
く
、
５
月
頃
入
居
予
定
と

な
る
。
駅
前
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
の

抽
選
に
も
れ
て
入
居
を
希
望
さ
れ

て
い
る
７
世
帯
の
方
々
に
は
説
明

済
み
で
あ
る
。
１
部
屋
残
る
の

で
、
一
般
に
入
居
を
募
る
。

総
務
課
長

 

越
後
交
通
か
ら
、
出

雲
崎
車
庫
＝
長
岡
駅
便
に
つ
い

て
、
午
後
の
便
を
一
往
復
減
便
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
脇

野
町
ま
で
は
利
用
客
が
確
保
で
き

て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
出
雲
崎
の

間
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
北 

越
後
観
光
バ
ス
と
調
整
を
図
っ
て

い
く
。

総
務
課
長

 

１
月
29
日
、
116
号
線

川
西
交
差
点
で
、
庁
用
車
と
長
岡

市
の
女
性
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

が
衝
突
す
る
事
故
が
あ
っ
た
。
信

号
機
の
あ
る
交
差
点
で
の
事
故

で
、
庁
用
車
側
の
過
失
に
よ
り
、

町
と
し
て
も
誠
意
を
持
っ
た
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

当
事
者
の
運
転
手
に
深
く
反
省
を

求
め
て
お
り
、
ま
た
職
員
に
も
安

全
運
転
を
徹
底
し
て
い
く
。

総
務
課
長

 

町
消
防
団
に
つ
い

て
、
町
外
か
ら
役
場
に
通
う
町
職

員
に
よ
る
役
場
消
防
隊
を
組
織
し

た
。
ま
た
、
防
災
知
識
の
啓
発
に

取
り
組
む
た
め
、
町
防
災
士
に
よ

る
防
災
隊
を
設
置
し
、
本
部
体
制

の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
第
２

分
団
の
改
編
を
行
っ
た
。

中
川
議
員

 

小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
整
備
さ
れ
、
成
果
が
上
が
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
設
置
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。
合
わ
せ
て

Wi-

Fi
を
入
れ
て
い
く
時
代
で
は

な
い
か
。
補
助
金
は
な
い
か
。

教
育
長

 

機
器
の
活
用
教
育
の
方

法
や
効
果
を
十
分
考
察
し
た
上
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

総
務
課
長

 

Wi-

Fi
に
つ
い
て
、

観
光
施
設
を
中
心
に
財
源
措
置
を

考
え
て
行
く
。

宮
下
議
員

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
亀

さ
ん
の
家
で
は
町
外
の
入
居
者
の

方
が
お
ら
れ
る
が
、
当
町
の
空
き

待
ち
の
方
が
出
な
い
よ
う
指
導
い

た
だ
き
た
い
。

保
健
福
祉
課
長

 

町
外
の
方
は
市
町

村
間
の
協
議
で
入
所
可
能
で
あ

る
。
地
域
密
着
型
施
設
は
市
町
村

が
指
揮
監
督
権
を
も
っ
て
い
る
。

髙
桑
議
員

 

県
立
高
校
の
再
編
に

つ
い
て
、
概
要
が
示
さ
れ
、
出
雲

崎
高
校
も
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

地
元
が
存
続
に
熱
意
を
持
っ
て
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
。

教
育
長

 

か
つ
て
西
越
高
校
が
廃

校
に
な
る
と
い
う
状
況
の
な
か
熱

意
を
も
っ
て
存
続
に
対
応
し
、
単

位
制
と
い
う
形
で
推
移
し
て
き

た
。
特
色
あ
る
学
校
で
あ
れ
ば
存

続
と
の
文
言

が
あ
る
。
な

く
な
る
前
提

で
は
な
い
こ

と
を
踏
ま
え

な
が
ら
お
願

い
し
て
い
き

た
い
。

●
心
月
輪
は
新
規
に

　
　
　
　
　
指
名
指
定
管
理

●
教
育
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
を

●
バ
ス
路
線
長
岡
線

　
　
一
往
復
減
便
と
な
る

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　
　

 

入
居
に
つ
い
て

●
出
雲
崎
高
校
の
存
続
に

　
　
　
　
　

 　
地
域
の
声
を

●
庁
用
車
の
事
故
状
況
を
報
告

●
松
本
地
内
に

　
　
新
規
住
宅
用
地
を
造
成

●
川
西
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
は

　
　
　
５
月
連
休
明
け
に

　
　
　
　
　
　

 

入
居
開
始
か

第
１
回  
１
月
19
日

第
２
回  

２
月
24
日

第
３
回  

３
月
18
日

全
員
協
議
会

主
な
も
の
の
う
ち
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

●
町
消
防
団
本
部
体
制
を
強
化
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視
察
研
修
報
告

（単位：円）
平 成 27 年 度   政 務 活 動 費 報 告

※月額5,000円×27年度活動月数（12カ月）で交付

議員氏名 交付額
支出内訳

合計 返納金
調査研究費 研修費 資料購入費 事務費

山﨑 信義 60,000 25,255 37,848 3,834 66,937 0
仙海 直樹 60,000 25,255 77,868 600 103,723 0
宮下 孝幸 60,000 25,255 30,163 7,776 63,194 0
中野 勝正 60,000 25,255 45,624 17,303 88,182 0
中川 正弘 60,000 25,255 51,640 76,895 0
髙桑 佳子 60,000 25,255 3,000 49,164 2,780 80,199 0
田中 政孝 60,000 25,255 44,040 69,295 0
三輪 　正 60,000 25,255 40,140 65,395 0
加藤 修三 60,000 25,255 46,140 15,058 86,453 0
諸橋 和史 60,000 25,255 46,140 1,350 72,745 0

　去る2月24日に、当委員会が所管する事務調査

として『心月輪』の現地調査を致しました。

　調査は、工事の進捗状況や海側景観状況、あ

るいはその他問題点などの洗出しを中心に行い

ました。

　結果、開業後の集客率や経営状況なども含め、

更なる追跡調査が必要であるとの判断から、営業

再開後も引続いて、調査を継続して行く事が必要

との意見で一致を見たところです。

　願わくば再開後、集客や経営が安定し、当町食

の拠点の一つとして、繁栄の一途を辿り、町発展

の一翼となってくれるよう、当委員会も更に継続

し、厳しい中にも暖かい目を持って、その推移を

見守って行きたいと考えております。

（社会産業常任委員長　宮下 孝幸）

　３月定例会期間中の３月11日に議員全員で、

新築移転した出雲崎分遣所の現地調査を行いまし

た。調査は地域の安全安心を守る拠点としての新

しい分遣所の最新の設備を見聞いたしました。

　新しい施設での業務は１月15日に開始。デジタ

ル式無線機となり、暖房は電気に変更し車両の排

気は吸収されるシステムを採用。多目的室にはト

レーニング機器が揃えられ、仮眠室は個室となり

ました。常時４～５名の消防隊員の勤務体制で24

時間、地域の安全安心を守ってくれる新分遣所に

大いに期待します。

（総務文教常任委員長　三輪　正）
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一 

般 

質 

問

一 般 質 問

お
尋
ね
し
ま
す

お
答
え
し
ま
す

吉川地区の防災について
住民の生命の確保が
　　　　　　　最優先

町長

諸橋 和史 議員

題
は
解
決
し
た
が
、
地
権
者

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

町
が
前
面
に
出
て
対
応
し
て

い
く
。

諸
橋

 

平
成
６
年
に
水

害
、
ま
た
３
、
４
年
前
に
も

浸
水
が
あ
り
、
早
急
に
解
決

し
て
ほ
し
い
。

町
長

 

河
川
改
修
が
完
成

し
な
い
と
ま
た
災
害
が
起
き

る
。
集
落
関
係
者
の
問
題
で

は
町
が
前
面
に
出
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

諸
橋

 

他
町
道
で
は
拡
幅

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
道
路

拡
幅
の
考
え
は
な
い
か
。
住

民
に
希
望
を
与
え
る
答
弁
を

お
願
い
す
る
。

町
長

 

幅
員
は
狭
い
と
こ

ろ
で
4.3
メ
ー
ト
ル
、
広
い
と

こ
ろ
で
６
メ
ー
ト
ル
、
平
均

す
る
と
4.5
メ
ー
ト
ル
で
、
現

段
階
で
支
障
を
き
た
す
状
況

に
な
い
。
吉
川
集
落
の
立
地

条
件
等
々
を
考
え
、
安
全
確

保
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
十

分
体
制
を
整
え
て
い
る
。

諸
橋

 

基
盤
整
備
で
新
設

さ
れ
た
農
道
を
吉
川
か
ら
神

条
へ
の
避
難
道
と
し
て
整
備

し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

基
盤
整
備
の
農
道
は
６
、
７

年
転
用
が
で
き
な
い
。
災
害

時
に
は
重
要
な
道
路
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
考
え
は
。

町
長

 

法
律
、
財
産
確
保

も
大
切
だ
が
、
住
民
の
生
命

の
確
保
が
最
優
先
。
農
道
は

河
川
よ
り
下
が
っ
て
い
る
箇

所
も
あ
り
、
災
害
が
発
生
す

る
と
、
ま
ず
あ
の
道
路
周
辺

が
や
ら
れ
る
。
そ
の
道
路
を

町
が
指
定
整
備
し
、
そ
こ
に

避
難
し
て
災
害
に
あ
っ
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
危
険

な
箇
所
に
避
難
道
路
を
確
保

で
き
な
い
。

　

吉
川
地
区
は
災
害
の
度
に

一
番
困
っ
て
い
る
。
教
訓
と

し
な
が
ら
事
前
予
知
、
避
難

の
万
全
を
期
す
。
生
活
道
路

と
し
て
の
一
時
的
な
道
路
利

用
は
良
い
が
、
避
難
道
路
と

し
て
は
考
え
て
い
な
い
。

諸
橋

 

県
へ
の
対
応
、
地

権
者
等
の
対
応
は
、
ど
う

い
っ
た
要
望
を
し
て
い
る

か
。町

長

 

吉
川
橋
か
ら
下
流

に
330
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
、

六
郎
女
地
区
の
基
盤
整
備
事

業
で
計
画
さ
れ
た
。
地
権
者

の
相
続
の
問
題
や
、
一
部
地

権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い

な
い
。
平
成
24
年
か
ら
整
備

が
止
ま
っ
て
い
る
。
相
続
問

神
条
・
吉
川
の

２
級
河
川
の
改
修

吉
川
へ
の
道
路
は

幅
員
が
狭
い

新
設
さ
れ
た
農
道
を

避
難
道
路
に

改修が待たれる河川

幅員の狭い道路
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一

般

質

問

出雲崎町らしい
　　　　　子育て支援策を

最重要政策として
　　　積極的に進める

町長

え
る
体
制
づ
く
り

②
子
育
て
の
拠
点
と
な
る
場

が
必
要

③
福
祉･

医
療
・
教
育
等
、

機
関
の
連
携
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築

　

マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
、
人

材
の
育
成
に
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

髙
桑

 

総
合
戦
略
事
業
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
単
に
箱

物
を
作
る
の
で
は
な
く
、
地

域
社
会
が
子
育
て
を
支
援
す

る
仕
組
み
づ
く
り
、
枠
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

町
長

 

国
も
子
育
て
政
策

を
徹
底
的
に
進
め
る
方
針
で

あ
る
が
、
出
雲
崎
町
は
ま

ず
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
洗

い
出
し
な
が
ら
、
き
め
細
や

か
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

髙
桑

 

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
建
設
は
、
ど
の
よ
う

な
機
関
で
ど
の
よ
う
に
検
討

を
す
す
め
て
い
く
か
。

　

ま
た
、
各
地
に
参
考
に
な

る
特
色
あ
る
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
出
雲

崎
ら
し
い
夢
の
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
作
る
た

め
、
す
ぐ
に
で
も
検
討
を
始

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

 

出
雲
崎
町
の
子
育

て
の
核
と
な
る
場
所
で
あ
る

か
ら
、
十
分
に
機
能
す
る
形

を
つ
く
る
た
め
、
コ
ン
サ
ル

を
い
れ
、
保
健
、
福
祉
、
教

育
等
様
々
な
分
野
か
ら
検
討

部
会
を
横
断
的
に
組
織
す

る
。
28
年
度
に
設
計
、
29
年

度
建
設
、
30
年
度
オ
ー
プ

ン
。
即
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

髙
桑

 

子
育
て
に
関
す
る

行
政
の
組
織
を
一
本
化
す
る

こ
と
は
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
展
開
し
て
い
く
上
で
有

効
で
あ
る
が
、
課
を
横
断
し

た
「
チ
ー
ム
制
」
に
し
て
、

子
育
て
支
援
業
務
体
制
を
整

備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

現
行
の
保
健
福
祉

課
と
教
育
課
の
子
育
て
支
援

業
務
を
整
理
し
て
、
子
育
て

を
切
れ
目
な
く
支
援
で
き
る

よ
う
、
行
政
機
構
の
改
革
も

検
討
す
る
。

髙
桑

 

地
域
住
民
の
自
主

的
な
子
育
て
支
援
の
振
興
の

た
め
、
「
子
育
て
支
援
基

金
」
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ

ベ
ン
ト
等
の
活
動
を
後
押
し

す
る
と
同
時
に
、
子
育
て
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
町

と
し
て
、
町
内
外
に
示
す
こ

と
に
も
な
る
。

町
長

 

子
育
て
支
援
施
策

は
、
出
雲
崎
町
の
最
重
要
政

策
で
あ
る
。
基
金
は
設
け
ず

に
、
時
代
の
要
請
や
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
、
弾
力
的
か
つ
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。

髙
桑

 

出
雲
崎
町
の
総
合

戦
略
に
は
、
子
育
て
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
好
循
環
を
生
み
出

す
た
め
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
当

町
は
、
他
の
市
町
村
に
先
駆

け
て
、
経
済
的
な
支
援
を
実

施
し
て
き
た
が
、
医
療
機
関

や
就
労
の
場
、
利
便
性
等
日

常
生
活
上
の
問
題
も
残
る
。

こ
れ
か
ら
、
子
育
て
を
地
域

社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
く

町
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
当
町
の
課
題
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

町
長

 

ま
ず
、
基
本
的
な

考
え
方
を
述
べ
る
と
、
小
さ

な
自
治
体
の
利
点
は
「
近
く

で
顔
が
見
え
、
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
」
こ
れ
が
最
も
大
切

な
事
だ
と
思
う
。
子
育
て
で

も
こ
れ
は
基
本
だ
と
考
え

る
。

　

当
町
の
課
題
と
し
て
は
、

次
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支

出
雲
崎
町
に
お
け
る

子
育
て
支
援
策
の
課
題
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

計
画
は

チ
ー
ム
制
で
行
政
組
織
の

一
本
化
を

子
育
て
支
援
基
金
の

設
置
を

髙桑 佳子 議員
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一

般

質

問

ふるさと納税推進で
　　　　　　　地域振興を

体制を整え徹底して
　　　　　　取り組む

町長

三輪 　正 議員

町
長

 

当
町
は
大
口
の
納

税
者
が
お
ら
れ
る
が
、
今
後

は
弥
彦
村
、
燕
市
、
津
南
町

の
よ
う
に
広
く
納
税
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

東
京
出
雲
崎
会
に
も
お
願
い

す
る
。
ふ
る
さ
と
を
応
援
す

る
気
持
ち
を
ふ
る
さ
と
納
税

で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

三
輪

 

返
礼
品
に
釜
谷
梅

の
梅
オ
ー
ナ
ー
制
度
活
用
や

堆
肥
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

有
機
栽
培
コ
シ
ヒ
カ
リ
米
な

ど
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
町
の
農
林
水
産
業
や

地
場
産
業
の
振
興
と
宣
伝
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

 
こ
れ
が
出
雲
崎
か

と
思
わ
れ
る
特
産
品
を
開
発

す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

徹
底
的
に
喜
ば
れ
る
特
産
品

を
開
発
し
た
い
。

三
輪

 

納
税
の
便
宜
を
考

え
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
や
確
定

申
告
等
の
手
続
き
を
簡
易
に

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

町
長

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い

と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
に
つ

い
て
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
輪

 

本
年
４
月
か
ら
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
企
業
版
は
自

治
体
が
実
施
す
る
事
業
で
移

住
、
定
住
の
促
進
や
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
の
環
境
整

備
、
働
く
場
の
創
出
、
農
林

水
産
業
、
観
光
の
振
興
な
ど

当
町
が
進
め
る
「
地
方
創
生

事
業
」
が
対
象
と
な
る
も

の
。
積
極
的
な
取
り
組
み
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長

 

寄
付
先
は
自
治
体

が
地
方
創
生
計
画
を
作
成

し
、
効
率
が
高
い
と
国
が
認

定
し
た
事
業
に
対
し
て
認
め

ら
れ
る
。
わ
が
町
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
制
を
し
っ
か
り

構
築
す
る
。

三
輪

 

返
礼
品
は
品
物
が

ほ
と
ん
ど
だ
が
、
出
雲
崎
を

訪
れ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く

る
。

　

例
え
ば
宿
泊
や
飲
食
、
買

い
物
、
釣
り
船
、
ゴ
ル
フ
な

ど
に
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン

を
発
行
し
て
町
の
活
性
化
に

活
か
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

 

出
雲
崎
町
に
お
い

で
い
た
だ
く
こ
と
に
対
す

る
、
町
民
の
皆
様
の
感
謝
の

気
持
ち
が
基
本
。
町
を
応
援

し
て
も
ら
う
に
は
品
物
も
大

事
だ
が
、
目
指
す
も
の
は
心

だ
と
考
え
て
い
る
。

三
輪

 

全
国
市
町
村
の
取

組
み
、
実
績
が
大
き
く
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
当
町
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

 

平
成
27
年
は
29
件

１
８
７
１
万
円
で
、
平
成
20

年
は
582
万
円
で
３
倍
以
上
に

な
っ
て
い
る
。
返
礼
品
は
汐

風
米
、
梅
酒
、
乳
製
品
、
笹

だ
ん
ご
な
ど
年
数
回
に
分
け

て
お
送
り
し
て
い
る
。

三
輪

 

弥
彦
村
で
は
村
長

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
り
、
今
ま
で
の
100
倍
で

１
億
円
を
超
え
る
ふ
る
さ
と

納
税
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
北

海
道
上か

み

士し

幌ほ
ろ

町ち
ょ
うは

、
人
口
約

５
０
０
０
人
で
平
成
26
年
が

約
10
億
円
、
今
年
は
お
そ
ら

く
15
億
円
く
ら
い
の
納
税
額

に
な
る
と
の
こ
と
。
26
年
分

の
納
税
で
今
後
10
年
間
保
育

園
の
保
育
料
が
無
料
と
な

り
、
ま
た
バ
ス
を
購
入
す
る

予
定
。
今
後
町
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

か
。

当
町
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

地
元
産
品
提
供
で

産
業
振
興
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
を

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
を
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子どもたちのために

　
冬
が
嫌
い
な
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
う
ら
ら
か
な
春
は
、
や
っ
ぱ
り
い

い
季
節
で
す
ね
。
水
仙
や
た
ん
ぽ
ぽ
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
等
の
鮮
や
か
な
黄
色
が
、

青
い
空
と
海
に
映
え
て
、
出
雲
崎
に

は
よ
く
似
合
う
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
、
春
の
こ
の
号
で
は
、
卒
業

式
や
入
学
式
が
表
紙
で
す
が
、
今
回

は
子
ど
も
た
ち
の
環
境
整
備
の
た
め

に
活
躍
す
る「
マ
タ
ギ
の
会
」の
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
の
大
雪
の
時
は
、
会
の
方
た

ち
が
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
雪
で

作
っ
た
す
べ
り
台
と
雪
山
で
、
子
ど

も
た
ち
が
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
今

回
は
、
ほ
な
み
が
丘
の
倒
木
や
枝
の

伐
採
を
し
ま
し
た
。「
こ
れ
は
危
険

だ
か
ら
切
ろ
う
」「
こ
こ
で
授
業
を
し

た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
。」子
ど
も
た

ち
の
明
る
い
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
、一
生
懸
命
、
整
備
に
精
を
出

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　  

（
髙
桑
佳
子
）

の
中
。
人
は
次
の
一
瞬
で
さ
え
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で

も
感
謝
す
べ
き
こ
と
に
、
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
、
日
常
は
今
も
私

た
ち
に
訪
れ
ま
す
。
後
悔
し
て
も

し
な
く
て
も
、
心
の
ま
ま
に
、
大

切
な
こ
と
は
言
葉
で
伝
え
、
笑
顔

で
い
た
い
と
願
う
の
で
す
。
古
い

曲
を
、歴
史
あ
る
こ
の
町
で
聴
く
。

温
故
知
新
。
内
陸
で
生
ま
れ
育
っ

た
私
の
憧
れ
だ
っ
た
海
の
町
。
誰

か
の
非
日
常
の
中
で
暮
ら
せ
て
い

る
特
権
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
５
年
目
の
出
雲
崎
ス
ト

リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
。
毎
夏
、
新
た
な

感
動
と
出
会
え
る
こ
の
粋
な
機

会
を
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
お
勧

め
し
た
い
次
第
で
す
。

　
ジ
ャ
ズ
の
定
番
曲
の
中
に
、ヘ

レ
ン
メ
リ
ル
の「You'd be so 

nice to com
e hom

e to

」
と

い
う
１
９
４
０
年
代
の
曲
が
あ
り

ま
す
。「
あ
な
た
の
も
と
に
帰
れ

た
ら
嬉
し
い
」戦
争
に
赴
い
た
戦

士
た
ち
が
残
し
て
き
た
家
族
や
恋

人
を
思
う
切
な
い
曲
で
す
。

　
災
害
、
不
可
解
な
犯
罪
や
事

故
、
そ
ん
な
短
い
言
葉
で
は
表
し

切
れ
な
い
ほ
ど
、
不
安
定
で
哀
し

い
状
況
が
起
こ
り
得
る
現
代
の
世

　
　
の
風
の
匂
い
が
変
わ
る
と
、

　
　
１
年
に
１
度
、
海
岸
が
ジ
ャ

ズ
に
包
ま
れ
る
日
が
近
づ
く
季
節

を
感
じ
、
私
は
嬉
し
く
思
う
の
で

す
。
水
平
線
に
落
ち
て
い
く
夕
陽

を
観
な
が
ら
、
音
楽
に
心
を
奪
わ

れ
る
っ
て
な
ん
て
贅
沢
！
子
ど
も

た
ち
は
思
い
思
い
の
ま
ま
に
体
を

動
か
し
、
特
別
な
夕
暮
れ
に
心
を

弾
ま
せ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
本
物

の
ジ
ャ
ズ
の
世
界
に
触
れ
ら
れ
る

彼
女
た
ち
が
、
心
底
羨
ま
し
い
。

　
　委
員
長
　
　髙
桑
佳
子

　
　副
委
員
長
　加
藤
修
三

　
　委
　員
　
　仙
海
直
樹

　
　委
　員
　
　三
輪
　正

　年
４
回
の
議
会
だ
よ
り
の
発

行
で
は
、
前
号
よ
り
少
し
で
も

進
歩
し
た
内
容
に
し
た
い
気
持

ち
で
取
り
か
か
り
ま
す
。
編
集

委
員
全
員
が
議
会
だ
よ
り
は「
い

か
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
読
ん

で
も
ら
え
る
か
」を
考
え
な
が

ら
、
紙
面
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　時
々
、皆
さ
ん
か
ら「
議
会
だ

よ
り
に
書
い
て
あ
っ
た
よ
」と

か「
読
み
や
す
く
な
っ
た
よ
」と

聞
く
と
非
常
に
嬉
し
く
、
励
み

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も「
読

ん
で
い
た
だ
く
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
昨
年
、
初
め
て
応
募

し
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が

ら
入
選
22
町
村
に
は
入
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
数
年
以
内
に
は

必
ず
入
選
出
来
る
よ
う
編
集
委

員
全
員
が
頑
張
る
覚
悟
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
　
　
　
　（三
輪
　正
）

編

集

後

記

議
会
報
特
別
委
員
会

表
紙
小
話

の

町 民 の 声

「夏の愉しみ方」

立石 博美石井町

夜
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